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〈1）整形用機械器具論（額き一）

　（4）喰切（NipPer）

　　｛ム）普1爵小型　（lB）普通中型
　　（O）蹟　　小　　型　　（D）二段作動犬型

の四種あれば先っ大概の場合は間に合うと思ふ。喰切は

化石の母岩から不必要な部分を割合に迅速に割除する必

要ある時，叉は喰切る時の反動により小型化石を飛出さ

・せるのを目的とする場合などに使用される，殊に腕足分

の化石整形の場合は特に適し，喰切のみにて整形が略々

完成する專がよく有る。

　○喰切を使用する時の注意

　喰切は二段作動犬型の場合でも元々金日の針金を切断

するのが目的で製作されたものであるから・大きな固い

岩石を喰切る事は出來ない。岩石の固さに良く注意して

使用しないとたちまち奴を次かしてしまうものである，

無理をすると唯一回の使用で魔物にしてしまう事が有

る。化石用の喰切は双の附替の出來るものを特製する事

1が望ましいと思う。

　（5）砥石（G正ind日七〇ne）

　　（A）　申荒目カーボランダム砥石

　之はハンマー及化石整形用のすべての双物類の形を整

・へる億に使用するもので油砥石である。

　　（B）細目カーポラyダム砥石

　之は前の荒砥で形を塾へたものに奴を付ける爵に使用

一するもので無論油砥石である。

　　（C）　アー一カンサス油砥石（ムrkan醐日Oi1節。nθ）

　仕上砥である。前の細目砥では未だ十分に奴が付かな

い恐れのあるものに使用するのである。殊に針壁，ツー

ル・ドリル・等を鋭くするために常に座右に置いて用い

み。これを頻繁に使用して針璽を常に鋭くして置かない

と整形は十分に行う事か出來ない。尖のチビレた璽を我

慢して忍耐強く使用して居ると化石は完全にのびてしま

うものである。忍耐は犬禁物である。

　㈹）　グラインダー（Grinaer）

　　（ム）手廻しグライ1／ダー（Hand　Grinde正）

　斜歯のものと直薗のものとが有るが，斜薗の方が晋が

静かで良い。整形用具用としては小．型叉は中型で，

Em6ry－wheθ1は繍日のCarbormaum製の最上の物

が望ましい。往々にして・！一クス人カーボランダム製の

物が有ってその場合ピは双物がDr㈱erの様な役自をし

て巫物で砥石を砥き減らす結果と成る事が有るから十分

に注意を要する。

　　（B）　モーター，〆ライソダー（Moto正Grind．e正）

　前の手廻しグラインダーよりはるかに能率汎ヒつて良

いものである。化石整形用としては小型Iん馬力位の直

結バランス型（両

頭）の物が良い廻

輕識はグラインダ

ーのモーターは多

い方が良く3000～

3600尽．P．皿一位の

ものが良い。パワ

ーのあまり弱いも

の1800R．P．M．
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位のものは能率オ瀬く仕事もよく行かない。

　此のモーターの主軸の両頭に直結されるホイール（砥

石〕はC趾bomm製叉はCorunσum製の最上質g物
がよく，一方が中荒目他方が細目の物を付けるが良い。

　此の物は前の（5）の砥石の項で述べた（ム）（B）の役目

を果すものでムrkaI1脚一晩I1eと共に机．ヒに備べて置

げば整形用理物類は常に完全に近い状態で保有され仕事

の能率は昇る。

　（7）　ハイス（Vice）

　　（ム）　普遍＝型バイス

　歯が直線型で看るから形状不正の岩石に使用するには

頼る不便であるからこの型のものは寧ろ整形用具の魔理

修繕箏の場合に多く使用すべきで，その様な用途の馬な

らば小型最上級のものを使用すべきである。品買の悪い
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ものは硬質鋼鐵や岩石に使用すると慶滅歪曲折損を起し

易い。

　　（］≡…）　ユニバーサルマシこ／バイス

　　　　　　　　（Univer日肌m乱。l■ine　vice）

　ユニバーサルマシンパィスは歯型がくわえる物の形に

懸じて如何様にも製型するもので化石整形用には最適の

ものであ孔便格は相欝高優ではあるが化石岩石を取扱

うものは中型又は大型｝個は備付べき一である。
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　｛8）砂嚢㈱皿dbag）（S㎜δ一Cuti㎝〉

　化石整形を行うには砂嚢は必要鉄く可らざるもので中

は特製にする事が必要である。

　今その製法を略述すると袋は特別厚地の墨頑丈な帆布

を以て製作し縫糸は純綿の1O番ミジy糸を以て縫目は

出來るだけ細かくしなければならない。さも無いと使用

中に内部より彊壁が知るから徐々に砂は歴し出されてし

まうものである。

　袋の寸法1ま大中小の三観こ付いて元へば，犬はダブル

ベット用の枕位で60魎x39曄位，中は中子供用の枕位

で一30魎x20魎位，小は小子供用の枕位で20麺x

15菌位，用布は必ず二重にして縫はなければならない。

次るべくミジyを使用して繕いコーナーに漏斗を差し込

める位のなるべく小さな口を残して二重繕いを行ひ，そ

の口より漏斗により砂を詰めるのであ．るが・その詰め方

が簡国な様で中々むづかしいものである。この詰め方に

より化石整形の結果に重大な影響を及ぼす物であるから

十分良く注意して詰めなければならない。詰め方が固す

ぎると化石は砂嚢．ヒに落付かずハ1／マーで打つ度毎にグ

ラグラ動き時には鰯け落ちる事もあ孔叉緩る過ぎると

打つ度短に化石は砂嚢にめり込んで行くのみならず袋が

早く破れる。一度袋を破ると打つ度毎に砂戊睡し出され

盆々めり込んで落付きはより以．トに悪くなる。破れ口の

補勤ま一寸考べると包んでも無い様で有るが中々困難で

ある。内部に砂が入っておるから其儘縫うと砂を縫込み

使用申に縫目から英砂が麹脆するから縫目が緩み叉砂が

はみ出す，それ故袋が破れたならば面倒では有るが一方

の縫目をほどき砂氣が全然無くなるまで挽い藩しミシン

により十分頑丈に修理しなくてはならない。この場合に

も大部分の人は修理をしない事に忍耐強いものであるか

ら犬に決心して忍耐を弱むべきである。

　　　　　しからば砂の詰め方は如何なる程度が良いか

　　　　と云うに園からず緩からず砂嚢の表面に中等犬

　　　　の化石を置いてハ1ノマーで打って見て，化石の

　　　　形に腫じて少しめり込んで落付ぎそれ以上めり

　　　　込まないで動かない程度が一番良いのである。

　　　　　袋の問題は先づこれ位として弐に砂の問題

　　　　である。砂嚢に用うる砂は十分に晩ひ晒された

　　　　川砂叉は糧蹟の砂が良い。砂粒の大きさはミジ

　　　　yの縫い目から歴し出されない位でなるべく紬

　　　　粒であり形はなるべく園く角の無い表面の滑ら

　　　　かな物である事が必要である。角砂は袋を破り

　　　　易く角が鉄けて微細片．となり石握と成って布目

　　　　から漏脆しやすい8漏脆すると砂量が減じて化

石が段々めり込む劇二なるものである。

　砂嚢の大きさは前に遊べた犬中小では十分であるが，

それは化石整形專門家叉は化石壁彩に專獲する場合のも

のであって，古生物事者が研究に從車中文献を見ながら

叉は記載を行いながら小形化石を机．ヒに置いて一寸した

整形叉は微細な整形を行う場合が衛に宿るがか」る場合

の馬に袖珍形砂嚢として赤ん坊の枕位ユ5極x1O鍾位の

寸法で前の輿領で作り・それを丈夫な小箱入として机の

抽出に入れて置くと犬黎便利で手離す事が出來ない物と

なる。これ位の太さより筒小さくし，ついに針山位の可

愛いものとすれぱ便到であらうと思ふ人があるかも知れ

ないがそれはハンマーで打つ度矧こ机の上を踊り廻って

役にはたたないものである。

　（9）　　モーター　　（叉｛まエンラ声y）　（MOtar　Or　コ1≡】I1gi116）

　化石整形用としては現在市販されておるもの叉は使用

されて居るものム中より此制こ上げるとすれば第一に歯

科用のものを．ヒげねばならない。米国リッター製の歯科

用エンヂソは廼快謙繭で震動が無くて大饗良い。その上

】晩中かけ忘れても絶膿にヒートしない。刻こは芝浦製

の物でリッター製に酷似しておるが多少晋がさわがしく

震動が多い嬢びが無いでも無いが兎に角高級品で良い日

立製のものも良いが十分位でヒートし出す。

　F1θxibIe一日hψ使用のデンタル・レース（Dθn制

一鵯一
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1」

h脆）と縄して1／4馬力の物で診療室．にも技工室にも

併用出來るものが有ろ。これは人彊に接鰯させて使用す

るにはあまり感心するものではないが岩石に接鰯させて

使用するには差支ない。これはモーターの主軸の一方に

EmeW　wh鶴tを直結させ他方には＝Bu肚掛のホイール

を付ける圓錐形金物とベルトをかけるPulleyが付いて

　　　　　　　　　　第　　4　　8

“、ミ、

“
、“

心

おり大奥便利に出來でみる。

　この外に歯科用の足踏工yヂソと構ずるも

のが有り，フレキッブルシャフトを使用する

様に成っておる物カ渚るがこれは電力の無い

蟻や部屋に備へ付けて仕事をするに一寸便利

である。簡近時は停電に備へて之は麟入され

る事が多し・o

　（10）フレキシブルシャフト機械

　　　　　　　二F］exjble　sb8it　Inacbj皿e

　これは（9）の項で述べた物より大型張力の

ものであ乳化石整形術に使用するには1／2

馬力位のモーター付のものが良いと思ふ，小

生の使用して居る物は1／2馬力のモーター付

で主軸の廻鱒藪が1600RRM。でPuuey
の組合せと特殊高速度樽導装置とにより廻鱒

蟹を10800RP．M．まで昇げる事が出陳る，

モ’ターは1J字形廻轄架墓上に装置されプー

リとベルトによりi亘径約2師長さ約80極

のフレキップルシャ7トに接続されて居る。フレキシブ

ルシャフトの先端にはハ：ノドルが有ってツールが付く様

に成っておるがハンドルの先に特殊の高速度噂導装置を

接額させて更にその先にツールや極小型のエメリーホヰ

ール・バフホヰール等を付ける事も出來る。

　これは大型化石整形の際と整形用具製作・修理の場合

に空として便照される。（9〕に述べたモーターは小型・

中型，叉は軟質亜硬質の化石整形に專用する事が多いの

で（1O）と便宜上国別したのである。

　（u）ツール（Tool）

　ツールは元來1まあらゆる工具を指す言葉で有るが，此

圃では便宜上フレキシブルッヤフト先端用化石整形特殊

工具を指して置く。

　　（A）　ダイヤモンドツール

　　　　　　　（Di田旺nond一一竜。ol）（D正n1o乱Tbonaa⑪）

　ダイヤモソドヅー一ルは化石整形術に於ては貴重なもの

であって他の如何なるツールを用びても園滅させる事が

出來ない時に極小形化石の整形の際使用するもの下あ

る。これは尖端緒晶形の完全なものを騰入の際良く注意

すべきで破れ石や駿の入ったも・のは敏けて飛散してしま

ふ恐れが有る故避ぐべきである。

　　（B）　カーボランダムツール（C虹bor齪nduIntool）

　　（C）高窪度鋼ツール（High　S爬舳8娩1他。l〕

　（B）（C）には犬小各種の形のものが有るがそれは工12）

（13）の頚に譲る事とする。

　（12）　　ドリノレ　（I）ri11）

｝必’
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　ドリルは金魔用のものを使用するので有るが固い岩石

に使用すると直ぐに顧滅するそれで比較的鞍かい岩石に

しか使用する事が出來ない。無論固い岩石に使用しなく

てはならない事も有るが・その時には使用法に細心の注

意が必要である。

　（13）　ポイント（Poiht）

　フレキシブルシャフト等の尖端のハンドルに挿入して

廻轄させて使用するもので有る・これにはバr　リーマ

ー，マ1／ドレル，極小ドリル等が有ろが此の内化石整形

用には主としてバーを便用する。バーには種々軽多のも

のが有るが・その中より目的に渦ふ形のものを婆握して

便用すべきである。元々これは歯科用に製作されたもの

で微細に出來て居るから・小形化石に使用すべき・もので

大形化石に惇フレキシブルシャフト機械にてハイスピー

ドステール製のツールを付して使用すべきである。

　（14）石割機（S㎞ne　breake正）

　石割麟は既製品は無く製作しなければなら次い，これ

を製作するには製本に使用する匪搾駿叉はダイス・ワア

ークに使用するポyスと鶴ナるもの上大型のもの（特に

べ一クライド，工業用のものが良い）を改造するのが最

も簡軍である。改造すべき個所は屡搾型（雄型雌型）を

除きその興りに三角型の奴を中央螺旋桂の最下端に▽型

に取付けその直下の雌型を固定して有る蔓盤上にも△型

　　　　　　　▽に取付けて上下△型に相対せレめるのである。中央螺旋

桂の螺旋の傾斜はなるべく緩やかな方が良く，べ一クラ

ィトのダイス・ウアークに使用するものは螺旋の傾斜が

緩やかなのが普通であるからその中型叉は大型のものが

特に適して居る。欄機はそのΣ型の菌の間に酸の駿

達した頁岩や石茨岩や英他の騒力を受けて片状に成った

岩石箏を挾んで中央螺旋桂の上部ハンドルを翻づかに右

旋すると石が割れて化石が出やすいものである。

　（15）莫他の機械器具（Mi日。euaneo11目in日t工umen毎日

　　　　anaω0bfOrFO昌日i1D正θ日日ing）

　　（A）．清掃器具類（Du日七ing　too1目）

　　　（a）金目製ブラッシ（Wire　b㎜日h）

　　　　（i）針布ブラッシ

　紡績用針布を適醤の大きさに切断し木柄に張り付けて

製作する。これは極く粗大な清掃用具で大形化石の表面

附溝物の除去と清掃を象ね行う場合に使用するもので多

くは水を注ぎながら用うるものである。

　　　　（ii）一眞鍮針金フラッシ

　起毛用として極く細一・波形の眞鍮針金にて製作したも

のが既製品として市場に出て居る故その物を使用すれぱ

よ．い。この物は割合に固い化石の表面清掃用で極く融か

形　術　（2）

に使用すべき一で有る。餓り擦るとマイダスヨ三の指の如く

鰯るムものすべてが黄金と化するから注意すぺぎであ飢

　　　（b）毛ブラッッ（児m目h）

　　　　（i）外科用プラヅシ

　外科の手術時に施術着自身に便用するもので太い白毛

が植えてあり上面にも爪用の短毛が櫨っておるもので犬

皇丈夫に出來ており，一般化石用としては最適のもので

あ乱乾燥使用にも漏潤使用にも流水使用にも共に適し

て居り上凹面の短毛1ま小形化石を擦るに良く文化石の粉

末の爪間に入ったものを除去するにも良＝い。

　　　　（ii）機検用ブラッシ

　大型時計，ミシン，タイプライター等の清掃に用うる

骨柄付の中型プラヅシで石粉除去に使用する。

　　　　（iii）　歯ブラッシ

　新品でも良いが特に少し使用して毛尖が小々壌り切れ

たものが化石を傷めないで良い。小形化石に使用して頗

る妙である。

　　　　（iV）洋画用大型硬毛ブラッシ

　狭小部，穴状，凹面部等の内部粗清掃に適して居る。

　　　　（V）洋画用小型軟毛ブラッシ

　軟毛プラヅシはデリケートな化石内面，叉は極小形化

石の清掃に使用する。

　　　（C）」ゴム球　　スポイト（SpOia）

　欝用の中形のもの又は歯科用の熱気吸入乾燥用のもの

が良い。直接ブラッシを観るる事を選＜べき一時に塞氣を

吹き付けセ石粉を沸去する場合に使用するものであ孔

　　　（d）歴搾箆氣装置

　歯科用の小型塵搾塞氣装置．必ずしも必用とは元へな

いか犬興便利なものでその便利と能率の馳ではゴム球ス

ボイドの比ではなくこの小型重動歴控室氣装置は化石整

形術．ヒ他に大切な用法が有る。

　　（丑）光撃機械（0ptical　in前mment日fωFo日目i1

　　　　　Dre日8ing）

　　　（a）照明機械（Light　ana　ReH㏄鮒）

　　　　ω　電氣スタ1ノド類

　化石整形術には自然光の外に明快な人工照明を必要と

する場合がしばしば有る。

　外科手術燈・歯科・耳鼻科，眼科用特礫照明用電燈類

は化石整形術用に適するものが多いから真中より選握し

改造ずべきで有る。窩最近市場に現れ改良翠達途上に有

・る螢光燈は微細物を観るに良く化石整形術ヒに頼る有用

なものであるが，現在宣長大な管状の物てあろ關係上瞳

用範園が限定されてしまふのが憎い。極く最近来園では

螢光管をメパイラル状にし全鎧として圓整形にまとめた

一45一。
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ものが出現して居るが本邦でも早くかかる物が出來てほ

しいと思ふ。か』る物が出來れば我々の分野でも懸用の

範園はずっと搦大されその上電力鯉済の上でも犬に助か

る。

　　　　（ii）額榊鏡類

　額葡鏡類は自然光叉は電燈舵を反射して化石要部を集

中照明し整形を行ふに便利である。特に低電屡小電球付

で反射鏡背面の両眼髄孔より光源の焦馳を調節しつ止観

察使用し傷るものは小化石の整形に1ま敏くべからざるも

のである。これは耳鼻科眼科用として市販されて居るか

らその内より使用着の頭部に最も良く適合するものを選

襟度用すべきである。さも無いと往々自己の身艘に適合

しないものが有るから購入の際はよく注意すべき一であ

る。

　　　　　　　　　　　　　第　　5　□

　　　　（iii）外科手術用載頭照明燈

　犬型張力のものを取付けてあり割合に魔く照明出來る

ので大型化石の整形の時に使用して賢に便利である。こ

の物は化石整形の場合は割合長時間使用するので頭が随

分熱くなるものである。小生はトーキー用のエキサイト

ランプを利用して一個製作してみたが軽量で明るく便利

であった。

　それから前の額帯鏡にしろこの物にしろ化石整形の場

合は蟹者の場合と異ってハンマrを振り廻し石片が飛散

するので有るから使用には細心の注意が必要である。礫

に最も危険なのは彊ヵなモータrを使用して居る時で注

意が何んとしても標本に集中され勝で宿るからモーター

のペルトや他の廻鱒部に毛髪や額構鏡の一部載頭電燈の

バンドの一部箏が胴れて巻込まれそれがもぎ取られて周

園の物の一切合切が一塊となつて作業机上叉は肉畳豊に打

第　3　號

ち付けられ念ひ込んで日も欝てられぬ事になる事である。

　　　（b〕　覆旦蓄熱幾械（Te目t　opti08）

　　　　（i）双眼籏大鏡

　これには載頭型と眼鏡型とが有ろ，倍率は2倍～3倍

位であ飢これより高倍率のものは望遠蹟大鏡でないと

饒りに化石と顔とが近より過ぎて作業が出來ない。倍率

21ん倍レンズの最良質のものが書い。

　　　　（ii）双眼顧微鏡

　低倍率の対物封眼レ1／ズの籔多く附圏しておる物が良

い。5倍30倍位までが最も良く使用される倍率である。

然し中倍率のレンズ300僑前後まで附唐しておる方が良

い。この双眼願微鏡は微小化石の整形をする時に使用さ

れるもので裁物蔓に作業机が取付けられる様に成ってお

る事が必輿である。この覇微鏡下で使用する微小鐵揃

　　　　　　　に述べた事のある問題のものである事を

　　　　　　　一寸附言しておく。

　　　　　　　　　（iii）搦’大鏡

　　　　　　　　大型裏付のものほ作業用として是非1

　　　　　　　個は必要で有る。

　　　　　　　　手持小型高倍率（20～30倍）の吸差の

　　　　　　　良く矯正されたものは整形結果検査用に

　　　　　　　1個必要なものである。この型の最も理

　　　　　　想的のものはツァイスのアナスチグマヅ

　　　　　　　ト・メシルーべで小銃蔓が附属しその墓

　　　　　　底に目盛ガラス板，同心圓目盛ガラス板，

　　　　　　方形金磨製目盛板の三種が販付けられる

　　　　　　様に成っておる。

　　　　　　　　（註）握大鏡の倍藪は平面倍堕で有る

　　　　　　　　　　故直樫倍蟹で言べば釦倍は約

　　　　5焙牛，20倍は約4借手である。

　　　　（iV）　鷺　　眞　　f幾1

　富眞機については（n）で述べるつもりで有るが今此

戯では化石整形賞施中に必要が起る場合のものに付いて

のみ述べる。

　整形質施中に或程度まで整形を進めたがより以上進め

ると現在の形駅の一部分が消失する場合が有る。然し完

全に整形する爲めには現在の形の一部分を取去らなくて

はならない。か上る場合に蹟型製作と篇眞彊影の必要が

起る・その富眞を撮影する篇めに必要な富眞機について

述べる。

　機械はカビネ型組立三段伸し暗函のシッカリしたもの

が良い。…脚は頑丈な物種良い，如何種頑丈でも頑丈す

ぎる專は絶鶴に無し・o

　取枠は引蓋が特別に温かで何等の抵抗をも感じないも
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化　　石　整

ので無くてはならない。之には割合に無闘心な人が多い

が大切な事の一つである。

　鏡玉は封鰯型の最良質のアナスチグマット又はアポ

クロマットが良い。　タゴール（Dago正皿6、β）が最適

で＝！リニヤー（Ko11inearF6．3）ダブルプ目ター

（Double－Pmta正）ズンマー（Summβr　F4，5）・が之に次

ぐ，理論酌に元へばレンス“の牧差矯正は馳者よりも後三

者の方が優れておる物も有ろが何んと云って屯眞實感を

現はす事に於てはタゴールに比すべきものは無い。

　撮影する奮像の大きさは一封一が最も良い。それは封

縄型レyズでは最も巖蜜精確に撮影山來る比率であるか

らであり，その理由は旺弦條件を溺足させるからであ

る。鏡玉の焦馳距離は2ユOmm．のものが良し“・位角度

の度い事焦籍深度の深い事を望む時には180m．m、のも

のも必要である。

　標本撮醐こはシャターの必要は無い。レンズキヤップ

が有れば澤山であ糺　（値下向握影を行ふ場合には頑丈

な雲蔓とシャターが必要である。）

　化石鴛眞撮影は人工光線照明が必要であ乱その鴬に

用ふる照明燈は（a）（i）と共用すれば良いが專用の物が

有れば更に良い。專用のものには2燈照明，4燈照明，

特嫌なものには12燈照明等が有る。その内4燈照明が

量も使用に便である。

　　（C）測定機械（Me品日uring　todls）

　化石整形に測定の必要はしばしば起る，最も簡曝な場

合でもデバイダー位は必要で有る。

　　　（乱）　デバイダー　（カロ減付）

契圖器の中ド入っておるものを使用すれば良1㌔描画・

篇眞，記載等を整形と共に行ふに必要である。

　　　（b）比例コyパス

　これも（a）と同様の意味で必要である。

形　術　（2）

　　　（c）　ノ　ギ　ス

　少し精密に測定するに必要である。（精度I／里皿m．m．）

　　　（d）キャリパー

　最も精密に測定するに必要なものであり，精度は1ん皿

m．m．（1／100吋）である。

　　　（o）マルチン人髄測定機

　これ1セットあれば化石の測定は殆んど全部行へる。

大は哺乳類より小は貝類に至るまで行ひ傳孔但微小化

石には（丑）（6）（iii）中のツァイスのメシルーぺ，（B）

（6）（ii）の双眼願微鏡箏が必婁である。

　　　（D）X線装置（R6entgenr乱y昌。u砒）

　化石整形術には是非必要なものである。然し專用に設

備して居る所は恐らく本邦には無いと思はれる。濁乙で

は整形前にX線篇眞撮影を行いその富眞と實物を封鰯し

つ工整形を進めて行く例が有るが・かムる方法を採用す

ると整形は誤られずに確に行はれるのであるα米図あた

りでは最近にはより以上にこの種の方法は駿達して居る

事と想像され季。

　犬型動物の整形用には験用（大盤用）以上の犬型装置

が必要であり，その使用電壁も400K．V．を越えると云

はれて居るが詳細は不明である。

　本邦でもせめて歯科用X纏装置位の小規模のものでも

良いから持ちたいと思ふ。微小化石や中小形化石の整形

や内部組織の研究には犬に有効であると恩はれる。

　往年吉田園士の考案された顧微鏡的X線蔦眞撮影装置

などは本當に欲しい物である。微小化石や貝化石の整形

や研究には無くてはならぬ物と思はれる。

　化石整形用x鰯装置は如帥こしても考案し完成されな

くて状ならない。この装置の完成は古生物學に貢献する

嘘が多大であると信ずる。

　　　　　　　Emglish蛆stra6ts・
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Ion一θxchange　in　Ha1oysitθ（lMlθtaha11osito）
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　　　lByJi敏1七趾δ丁五mB0，T㈱oUEDム・
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